説教「最高の奉仕」
聖書：マルコ福音書１４章１－９
1 さて、過越と除酵との祭の二日前になった。祭司長たちや律法学者たちは、策略をもってイエスを捕えたうえ、なんとかして殺そうと計っていた。2 彼らは、「祭の間はいけない。民衆が騒ぎを起すかも知れない」と言っていた。

3 イエスがベタニヤで、らい病人シモンの家にいて、食卓についておられたとき、ひとりの女が、非常に高価で純粋なナルドの香油が入れてある石膏のつぼを持ってきて、それをこわし、香油をイエスの頭に注ぎかけた。4 すると、ある人々が憤って互に言った、「なんのために香油をこんなにむだにするのか。5 この香油を三百デナリ以上にでも売って、貧しい人たちに施すことができたのに」。そして女をきびしくとがめた。

6 するとイエスは言われた、「するままにさせておきなさい。なぜ女を困らせるのか。わたしによい事をしてくれたのだ。7 貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒にいるから、したいときにはいつでも、よい事をしてやれる。しかし、わたしはあなたがたといつも一緒にいるわけではない。

8 この女はできる限りの事をしたのだ。すなわち、わたしのからだに油を注いで、あらかじめ葬りの用意をしてくれたのである。9 よく聞きなさい。全世界のどこででも、福音が宣べ伝えられる所では、この女のした事も記念として語られるであろう」。
要旨
【キリストの受難と復活】
　１４章からイエス・キリストの受難と復活物語が始まります。
福音書は、イエス・キリストの生涯を詳細に描く伝記物語でもなく、またその偉大な宗教的開祖の言行録でもありません。そこにはキリストの生涯を垣間見、キリストの心打つ言葉が記録されていますが、それよりも、キリストの最後の１週間にわたる受難と、そして死に対する勝利こそが強調されています。
マルコ福音書６６１節のうち、受難復活物語が占めるのは２４２節だそうです。３分の１以上が受難・復活に関する記事ということになります。それだけ、キリストの受難、逮捕、裁判、処刑＝十字架が重要であり、復活と合わせてキリスト教信仰の核心部分だということが分かります。
【十字架のご計画】
　マルコ福音書は、過越祭と除酵祭の二日前という時間を記します（１４：１）。ユダヤ人の最高議会を構成する祭司長や律法学者がイエスを亡き者にしようとしたと記されます。イエスを殺そうとする企てはこれが初めてではなく、３章６、１１章１８で、何とかキリストを逮捕し、口実を設けて殺そうとしたとあります。しかし、この時期は多くの巡礼者がエルサレムに上ってくるので、イエスに手を出せば騒乱が起きるかもしれない、そこで、その計画は実行しないと決断をしたと記されています。ところが、実際には、この期間にキリストを十字架につけることに成功するのです。キリストを殺す計画は延期にしたはずですが、にもかかわらず結果的にキリストを殺す計画は実行されます。人間の打算を越えて、キリストの受難が実行されます。キリストの受難は神の計画なのです。
神がこれを行うと決心されていたからこそ祭司長や律法学者の思惑を越えて、キリストの十字架が起きるのです。キリストの苦難は、神が意図されたものであり、人間はそれを妨害することなどできないのです。究極的には神が行動されたのです。私たちに見えるのは、人間の思惑、互いの相談、そして、決意、決心です。何事でも同じです。けれども、神が手を伸ばし、動かしておられます。このことに気がつくものは少数ですけれども。

　３－９節に記されている出来事はベタニヤで起きたものです。ヨハネ１２章１－８にもよく似た記事が記されています。時間が違っていたり、いくつかの点で異なっていますが、書かれてある内容からすれば同一と見ていいのではないでしょうか。そうしますと、重い皮膚病の人シモンの家とラザロの家が同じということになり、ある説ではシモンがラザロという名も持っていたとされます。別人であれば、親戚関係があった人物でしょうか。そして、イエスに香油を注ぎかけた女性は、ラザロの女兄弟であったマリア（ヨハネ１２：３）であり、その行為をとがめたのはイスカリオテのユダ（ヨハネ１２：４）ということになります。重い皮膚病はハンセン病であったとされます。これは今日では特効薬で全治可能となりましたが、当時は不治の病とされていた病です。しかし、そのシモンがイエスを食事に招いたということはその病が癒されていたことを示しています。ラザロが別人であれば、ラザロは死んでいたのによみがえらされた人です。いずれにしても驚くべき奇跡です。シモンは感謝を表すためにキリストを食事に招いたと考えられます。

【ナルドの香油】
　そこに一人の女性が現れてキリストの頭（ヨハネでは足にも）に香油を注ぎかけます。ナルドの香油とありますが、ナルドとはサンスクリット語のナラダに由来し、ヒマラヤ地方に自生するオミナエシ科の多年草の根から抽出した香料をさすとされます。それを上質のオリーブ油に溶かして製作された香油で、当時タルソという町で作られ、輸出されていたとされています。それは石膏の壷に入れられて輸送されましたが、その口は細長いツルの嘴の形をしていて、使うときにその部分を壊すことになっていました。大変高価なもので、ヨハネ１２章３では１リトラ（約３２６グラム）とあり、３００デナリオンの価値があったとされています。１デナリは当時、労働者の一日分の賃金であったとされていますから、３００デナリオンは１年分の賃金に相当します。現在の価値からすれば、２００万円から３００万円くらいになるでしょうか。とにかく、高価なものでありました。その香油を惜しみなくキリストの頭に注ぎかけたのです。これはまさしくハプニングで、そこに居合わせた人たちは驚愕したに違いありません。

　この女性がなぜこんな行動に出たのかマルコはその理由を記してくれていません。香油はいろいろな役目がありました。乾燥した地域なので、男女とも皮膚に油を塗ることは日常的な習慣でありました。香りのないオリ－ブ油も使用されますが、男女ともみだしなみのために香油を使用することが多かったとされます。
【メシヤ＝油注がれたもの＝キリスト】
第二には、油注ぎはユダヤでは王、祭司、預言者などの特別な神に仕えるものの任職の際に行われました。イスラエルの救済者は油を注がれたものが任じられるとされ、それゆえにメシヤは油注がれたもの＝キリストと呼ばれます。
【死体の葬りのため】
第三は、死体を葬るときに用いられます。遺体は亜麻布に包まれますが、その際、香料に入った油も使用されるのです。この女性、おそらくマリアは、自分の身内に大きなわざをされたキリストへの感謝の思いから香油を注ぎかけたことは間違いありませんが、彼女の意図には、メシヤとしてイエスに油を注ぎかけたと推測することができると思います。死人を復活させ、重い皮膚病を奇跡的に癒す方、それは救済者でなくてなんであろう。マリアはそう確信したのではないでしょうか。

　彼女の行動は突拍子もないものとみなされています。おそらくイスカリオテのユダであろうと思いますが、強く非難しています。しかし、彼だけではなく、周囲にいたものもマリアを責めています。５節に使われている言葉（厳しくとがめる）は大変強い調子の言葉で、大声で叱責することも含んでいます。マリアという女性は枠にはまらない行動を平気で行う性格の人であったようです。
よく知られたエピソードですが、ルカ１０章３８－４２で、イエスが教えを語られている間、姉のマルタは接待のために忙しくしていましたが、マリアのほうはそんな姉の姿を無視して、自分は一所懸命キリストの教えを聞いています。当時の女性のあり方からすればマリアの行動は非難されても仕方がありません。その時もキリストはマリアを批判されることはされませんでしたが、マリアはこのような調子で今回も誰も思い及ばないようなびっくりするようなことをしています。
大量の高価な香油をイエス・キリストの頭に注ぎかける行為は居合わせた人たちを怒らせました。イスカリオテのユダにとって高価な香油を無駄にしたというだけではなく、イエスがまるで油注がれたもの＝メシヤの待遇を受けている、それをキリストが平気で受け入れている。こういうことにユダは疑問を抱いたのかもしれません。そして、食事の席です。そんなところで強い香りのする香油を注ぐということ自体とんでもない行動です。そして、マリアはヨハネによると自分の髪の毛で油を注いだ足を拭き始めたとあります。常軌をはずした行動です。

　貧しいものにそのお金を施すべきだという人もいました。当然の言葉です。マリヤが裕福な家の娘であったかもしれません。しかし、３００デナリオンもする香油を惜しげもなくキリストの頭、足に注ぐということはもったいない話です。香油が地面に流れ落ちればそれで無駄になります。その上、キリストはこれから食事をして、外に出ようとしているのであれば、油でまみれてしまえば衣服を着替えなければならないでしょう。

　彼女自身、何をしているか分かっていたかどうか疑問です。とにかく、奇怪な行動です。わけが分かりません。イエス・キリストは彼女の行動を責められたのでしょうか。
【葬りの備え】

　キリストは、彼女を弁護されるだけではなく、その行為が大きな意味を持っていることを明らかにされます。貧しい人への配慮など不要などとキリストは言われていません。ただ、貧しい人への配慮ならいつでもできる。いつでも貧しい人はいるのです。キリストの弟子たちはその人々への施しを忘れてはなりません。キリストは決してそのような人を見過ごしにしていいとは言われません。

　彼女の行為は葬りの備えだというのです。当時、遺体を墓におさめる時、亜麻布を厳重に巻き、そして、香料をすり込むことが習慣でした。イエス・キリストが十字架につけられた翌朝、女弟子たちは前日にできなかったことをするために墓に行ったとあります（１６：１）。イエス・キリストは囚人として処刑されたために、丁重に遺体は処置されませんでした。辛うじて、十字架に放置されることなく、アリマタヤのヨセフの所有する墓に葬られたのでした。

　キリストはご自分の死が普通のやり方で葬られないこと、つまり、囚人として処刑される運命をご存知であったことを示しています。その死は異常な死であること、つまり、十字架刑を予知しておられたのです。キリストはご自分がどのようにして死ぬかを知っていて、マリアの行為は普通できないことをあらかじめ行ったのだと説明されています。マリアは思いがけず、キリストの死の備えをしたことになります。

　キリストはご自分の死の備えをされました。それは神の救いの計画の一部です。救いの計画は間違いなく実行されます。

【十字架の贖い】
　キリストの場合、それは単なる備えに過ぎないのではありません。それは十字架の贖いという大きな御業の備えなのです。マリアはキリストのためにそうしました。彼女は素晴らしい奉仕をしています。これ以上の素晴らしい奉仕はありません。むろん、彼女はそれを十分に理解して行動したのではありません。人の思いをはるかに超えて神はキリストによって救いの計画を成就されます。　

　私たちも死の備えをすべきですが、栄光の復活にいたる死の備えであることを心におぼえておきたいと思います。(おわり)　

